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１
．
概
要

　

本
報
告
書
で
は
、
三
○
代
・
四
○
代
の
正

規
就
労
者
・
非
正
規
就
労
者
・
無
業
者
・
求

職
者
お
よ
び
専
業
主
婦
層
を
対
象
に
、
現
在

い
か
な
る
状
況
に
あ
る
ミ
ド
ル
層
が
ど
の
よ

う
な
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
ニ
ー
ズ
を
抱

い
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
上
で
、
現
在
の
就
労
状
況
、
こ
れ
ま
で

の
キ
ャ
リ
ア
、
意
識
そ
の
他
と
の
関
連
を
検

討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
○
～
四
○
代
の
ミ

ド
ル
層
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
ニ
ー
ズ

の
実
情
と
そ
の
対
応
の
あ
り
方
に
つ
い
て
と

り
ま
と
め
を
行
い
、
政
策
的
な
示
唆
を
行
っ

た
。２

．
本
研
究
の
目
的

　

本
調
査
研
究
を
行
う
に
至
っ
た
背
景
と
し

て
、
①
日
本
に
お
け
る
ミ
ド
ル
層
の
キ
ャ
リ

ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
研
究
の
量
的
な
不
足
、
②

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
た
成
人
キ
ャ
リ
ア

ガ
イ
ダ
ン
ス
研
究
と
の
比
較
、
③
日
本
の
ミ

ド
ル
層
を
め
ぐ
る
環
境
変
化
に
伴
う
新
た
な

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
ニ
ー
ズ
の
検
討
が

あ
る
。

　

特
に
、
こ
の
数
十
年
の
間
に
生
じ
た
三
○

代
～
四
○
代
の
就
労
者
を
め
ぐ
る
仕
事
と
家

庭
を
め
ぐ
る
環
境
変
化
に
よ
っ
て
、
新
た
な

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
ニ
ー
ズ
が
生
じ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
、
本
研
究
で
改
め
て
問

題
意
識
を
も
っ
て
検
討
し
た
い
と
考
え
た
。

二
○
代
を
中
心
と
し
た
若
年
層
の
就
労
問
題

の
陰
に
隠
れ
る
形
で
、
あ
ま
り
大
き
な
社
会

的
な
注
目
を
浴
び
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
故

に
、
ミ
ド
ル
層
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・

ニ
ー
ズ
の
変
化
は
静
か
に
進
行
し
て
い
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
、
改
め
て
検
討
す
る
こ
と

に
意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え
た
。

　

具
体
的
に
は
、
三
○
代
・
四
○
代
の
正
規

就
労
者
・
非
正
規
就
労
者
・
無
業
者
・
求
職

者
お
よ
び
専
業
主
婦
層
を
対
象
に
、
現
在
ど

の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
ニ
ー
ズ

を
抱
い
て
い
る
の
か
を
中
心
に
調
査
を
実
施

し
、
現
在
の
就
労
状
況
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ

リ
ア
、
意
識
そ
の
他
と
の
関
連
を
検
討
す
る

こ
と
に
よ
り
、キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
ニ
ー

ズ
の
実
情
と
労
働
行
政
に
お
け
る
施
策
の
可

能
性
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
。

３
．
研
究
方
法

　

調
査
は
、
二
○
一
一
年
三
月
に
実
施
し
た
。

調
査
会
社
を
通
じ
て
、
調
査
会
社
の
モ
ニ

タ
ー
に
郵
送
に
て
調
査
票
を
配
布
し
、
返
送

す
る
よ
う
に
依
頼
し
た
。
調
査
対
象
は
、
三

○
～
四
○
代
の
一
般
成
人
約
四
○
○
○
人
と

し
た
。
な
お
、
三
○
代
・
四
○
代
×
男
性
・

女
性
の
各
セ
ル
に
つ
い
て
一
○
○
○
人
ず
つ

の
調
査
回
答
者
を
回
収
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
際
、
三
○
代
・
四
○
代
×
男
性
・
女
性

の
各
セ
ル
で
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
比
率
で
サ

ン
プ
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

・
三
○
代
男
性　

一
○
○
○
人
（
九
割
正
規

就
労
者
、
一
割
非
正
規
就
労
者
・
無
業

者
・
求
職
者
・
そ
の
他
等
）

・
四
○
代
男
性　

一
○
○
○
人
（
九
割
正
規

就
労
者
、
一
割
非
正
規
就
労
者
・
無
業

者
・
求
職
者
・
そ
の
他
等
）

・
三
○
代
女
性　

一
○
○
○
人
（
四
割
正
規

就
労
者
、
二
割
非
正
規
就
労
者
、
三
割
専

業
主
婦
、
一
割
無
業
者
・
求
職
者
・
そ
の

他
等
）

・
四
○
代
女
性　

一
○
○
○
人
（
四
割
正
規

就
労
者
、
二
割
非
正
規
就
労
者
、
三
割
専

業
主
婦
、
一
割
無
業
者
・
求
職
者
・
そ
の

他
等
）

　　

サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
あ
た
っ
て
は
、
各
セ
ル

の
上
記
の
比
率
か
ら
の
誤
差
は
数
％
程
度
と

な
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
他
学
歴
・
職
業
等

に
極
端
な
偏
り
が
出
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

調
査
項
目
は
、
大
き
く
、「
基
本
属
性
」「
学

校
卒
業
後
の
職
業
や
経
歴（
キ
ャ
リ
ア
）」「
現

在
の
職
業
に
つ
い
て
」「
現
在
の
意
識
に
つ
い

て
」「
職
業
や
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
支
援
・
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て（
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・

ニ
ー
ズ
）」
の
五
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
か

れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
含

ま
れ
て
い
た
主
な
質
問
内
容
を
以
下
に
示
す

（
詳
細
は
報
告
書
巻
末
調
査
票
参
照
の
こ
と
）。

　
・
基
本
属
性

　

性
別
、
年
齢
、
配
偶
者
の
有
無
他

・
学
校
卒
業
後
の
職
業
や
経
歴
（
キ
ャ
リ

ア
）

　

学
歴
、
成
績
、
就
職
活
動
の
成
否
他

　

正
規
・
非
正
規
就
労
経
験
期
間
、
無
業
経

験
期
間
、
専
業
主
婦
経
験
期
間
、
転
職
経

験
他

・
現
在
の
職
業
に
つ
い
て　

成
人
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
と

そ
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究

　
〈
労
働
政
策
研
究
報
告
書
№
149
か
ら
〉　



特集―キャリア形成と自立に向けた課題

Business Labor Trend 2012.5

19

　

年
収
、
現
在
の
立
場
・
身
分
、
業
種
・
職

種
、
従
業
員
規
模
他

・
現
在
の
意
識
に
つ
い
て

　

職
業
生
活
上
の
危
機
（
自
由
記
述
）
、
帰

属
尺
度
、
生
活
目
標
、
自
尊
感
情
尺
度
、

抑
う
つ
尺
度
他

・
職
業
や
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
支
援
・
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
（
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン

ス
・
ニ
ー
ズ
）

　

ど
の
よ
う
な
時
に
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
求
め

る
か
、
ど
の
く
ら
い
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
か

　

職
業
や
キ
ャ
リ
ア
に
ど
の
く
ら
い
ど
の
よ

う
な
問
題
を
感
じ
て
い
る
か

　

職
業
や
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
ど
の
よ
う
な

支
援
や
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
か

　

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
か
け
ら
れ
る
費

用
・
時
間

　

望
ま
し
い
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
あ
り
方
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
（
環
境
、
媒
体
、
ス

タ
ッ
フ
等
）

　

求
人
情
報
、
職
業
・
キ
ャ
リ
ア
情
報
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
・
媒
体
に
つ
い
て

　
４
．
研
究
の
結
果

　

以
下
に
各
章
の
結
果
を
示
す
。

（
１
）
性
別
・
年
齢
別
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ

ン
ス
・
ニ
ー
ズ

　

三
○
～
四
○
代
の
性
別
・
年
齢
別
の
キ
ャ

リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
ニ
ー
ズ
の
検
討
結
果
か

ら
、
今
回
の
調
査
回
答
者
の
中
で
も
相
対
的

に
若
い
三
○
代
前
半
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と

が
示
さ
れ
た
（
図
表
１
）。
そ
の
ニ
ー
ズ
の

具
体
的
な
内
容
と
し
て
「
将
来
全
般
」
が
問

題
で
あ
る
と
す
る
割
合
が
高
く
、「
よ
り
労
働

条
件
の
良
い
仕
事
に
転
職
し
た
い
と
思
っ
た

時
」「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
に
転
職
し
た

い
と
思
っ
た
時
」
に
ニ
ー
ズ
が
高
い
よ
う
で

あ
っ
た
。こ
れ
ら
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・

ニ
ー
ズ
は
よ
り
若
い
二
○
代
な
ど
の
若
年
層

の
ニ
ー
ズ
と
類
似
の
面
が
あ
り
、
三
○
代
前

半
は
従
来
ど
お
り
若
年
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン

ス
の
延
長
線
上
で
捉
え
る
方
が
適
切
で
あ
る

と
言
え
る
。
た
だ
し
、
三
○
歳
代
後
半
の
女

性
で
は
「
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
り
、
育
児
の

問
題
が
生
じ
た
時
」
に
職
業
や
キ
ャ
リ
ア
に

関
す
る
支
援
や
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
と

の
回
答
が
多
く
、
ま
た
男
性
女
性
問
わ
ず
四

○
代
後
半
で
は
「
倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
な
ど
が

あ
っ
て
転
職
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
時
」

に
支
援
や
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
と
の
回

答
が
多
か
っ
た
な
ど
、
三
○
～
四
○
代
の
回

答
者
が
過
去
を
顧
み
た
回
答
に
は
、
そ
の
年

齢
に
至
る
ま
で
の
蓄
積
も
含
め
て
、
ミ
ド
ル

層
独
特
の
ニ
ー
ズ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
、
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。

　
（
２
）
学
校
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
と
キ
ャ
リ

ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
ニ
ー
ズ

　

転
職
経
験
が
あ
っ
た
り
、「
い
ろ
い
ろ
な
分

野
で
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
て
き
た
」
と
い

う
意
識
が
あ
っ
た
り
、
初
職
選
択
時
に
「
就

職
活
動
を
し
た
が
、
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
」

経
験
が
あ
る
な
ど
、
何
ら
か
の
意
味
で
キ
ャ

リ
ア
が
分
断
さ
れ
る
経
験
を
し
て
い
る
場
合
、

現
在
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
ニ
ー
ズ
が

高
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
逆
に
、
転
職
経
験

が
な
く
、「
特
定
の
分
野
で
一
つ
の
仕
事
を
し

て
き
た
」
と
い
う
意
識
が
あ
り
、
初
職
選
択

時
に
「
第
一
志
望
に
就
職
し
た
」
場
合
に
は

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
ニ
ー
ズ
は
低
か
っ

た
（
図
表
２
）。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
基

本
的
に
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン

ス
・
ニ
ー
ズ
は
、
就
職
活
動

が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

り
、
転
職
経
験
が
あ
る
な
ど
、

キ
ャ
リ
ア
が
分
断
さ
れ
た
と

い
う
思
い
が
あ
る
場
合
に
、

本
人
に
根
強
く
感
じ
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ

た
。

　
（
３
）
現
在
の
職
業
生
活
と

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
ニ

ー
ズ

　

概
し
て
言
え
ば
、
現
在
、

求
職
中
の
専
業
主
婦
あ
る
い

は
求
職
中
の
無
業
者
（
失
業

者
）
に
お
い
て
、
キ
ャ
リ
ア

ガ
イ
ダ
ン
ス
・
ニ
ー
ズ
は
高

く
、
非
正
規
就
労
者
に
つ
い

て
も
そ
の
傾
向
が
み
ら
れ
た

（
図
表
３
、
図
表
４
）。
た

だ
し
、
よ
り
細
か
く
み
た
場

合
、
転
職
を
強
く
希
望
し
て

い
る
場
合
、
現
在
の
職
業
生

活
に
対
す
る
満
足
感
が
低
い

場
合
、
無
業
者
で
配
偶
者
が

図表１　「これからの職業やキャリアの問題を解決する上で、どのくらい支援や
サービスが必要ですか」の回答に関する男女別、年齢階級別にみた平均値の比較
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図表２　過去の職業経験別にみた「現在、問題を感じている程度」の
平均値の男女比較
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い
な
い
場
合
、
就
業
者
層
で
は
自
分
の
キ
ャ

リ
ア
に
向
け
て
具
体
的
に
行
動
を
起
こ
し
て

い
る
場
合
、
キ
ャ
リ
ア
へ
の
問
題
意
識
は
高

い
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
具
体
的
に
行
動
を
起
こ
し
て
い
な

い
と
回
答
し
た
者
は
、
自
分
の
こ
と
を
「
何

を
考
え
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
タ
イ

プ
」
や
「
誰
か
に
助
け
て
も
ら
え
れ
ば
考
え

る
タ
イ
プ
」
で
あ
る
と
評
価
し
て
お
り
、
特

に
求
職
中
の
専
業
主
婦
、
無
業
層
に
多
か
っ

た
。
こ
れ
ら
の
対
象
層
に
お
い
て
は
、
自
ら

の
ニ
ー
ズ
把
握
そ
の
も
の
が
難
し
い
こ
と
が
、

具
体
的
な
行
動
に
向
け
た
障
壁
と
な
っ
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
対
象
層
に
お
い
て
は
自
分
の

職
業
の
向
き
不
向
き
に
対
す
る
関
心
の
高
さ

を
背
景
に
テ
ス
ト
受
検
の
ニ
ー
ズ
も
高
く
、

こ
う
し
た
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
こ

と
が
有
効
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ

れ
る
結
果
も
示
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
支
援
や
サ
ポ
ー
ト
を
利
用
す
る

に
あ
た
っ
て
、
基
本
的
に
は
無
料
・
低
価
格

で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
は

根
強
く
、
特
に
無
業
者
・
求
職
者
で
は
無
料

の
サ
ー
ビ
ス
を
望
む
者
が
多
か
っ
た
。
一
方

で
、
求
職
中
の
無
業
者
は
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
か
か
る
時
間
は
も
っ
と
も
長
い
も
の

を
希
望
し
て
い
た
。
な
お
、
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ

ダ
ン
ス
に
も
っ
と
も
コ
ス
ト
を
か
け
ら
れ
る

と
回
答
し
た
正
社
員
層
に
お
い
て
も
、
個
別

相
談
・
テ
ス
ト
・
情
報
収
集
と
も
に
二
○
○

○
～
三
○
○
○
円
程
度
、
時
間
も
四
○
～
五

○
分
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
民
間
業

者
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
相
場
と
は
乖
離
が
あ
る
。

　

正
社
員
を
中
心
に
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン

ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
選
好
に
は
「
自
分
で
計
画

し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
意
味

で
の
思
考
の
自
律
性
と
い
っ
た
個
人
特
性
が

大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
自

ら
の
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
基
本
的
な
問
題
関

心
が
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
根
底
に
必
要
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
（
４
）
現
在
の
職
業
意
識
と
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ

ダ
ン
ス
・
ニ
ー
ズ

　

普
段
の
生
活
で
目
標
に
し
て
い
る
事
が
ら

を
も
と
に
、「
地
域
・
余
暇
志
向
」「
仕
事
・
余

暇
志
向
」
お
よ
び
「
仕
事
・
地
域
志
向
」
の

三
つ
の
意
識
類
型
を
作
っ
て
検
討
し
た
。
そ

の
結
果
、
も
っ
と
も
キ
ャ
リ
ア
に
問
題
を
感

じ
て
い
る
の
は
「
仕
事
・
余
暇
志
向
」
の
回

答
者
で
あ
り
、
仕
事
内
容
や
職
場
で
の
ト
ラ

ブ
ル
・
人
間
関
係
の
問
題
な
ど
を
背
景
に
転

職
に
希
望
も
も
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
ニ
ー
ズ
は
み
ら
れ

な
か
っ
た
。
大
企
業
・
正
社
員
で
働
く
者
が

多
く
含
ま
れ
る
類
型
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た

対
象
層
が
抱
く
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
改
め
て

検
討
が
必
要
と
な
る
。
同
様
に
、
配
偶
者
も

子
ど
も
も
抱
え
る
大
企
業
に
勤
め
る
高
収
入

の
者
が
多
く
含
ま
れ
る
「
仕
事
・
地
域
志

向
」
の
回
答
者
は
、
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
問

題
意
識
も
サ
ポ
ー
ト
の
ニ
ー
ズ
も
低
か
っ
た

が
、
逆
に
、
こ
う
し
た
対
象
層
は
日
々
の
職

業
生
活
・
家
庭
生
活
の
中
で
自
ら
の
キ
ャ
リ

ア
を
振
り
返
る
余
裕
が
な
い
層
で
あ
る
可
能

性
も
あ
り
、
こ
う
し
た
中
核
的
な
正
社
員
層

の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
ニ
ー
ズ
は
改
め

て
課
題
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

自
尊
感
情
が
低
い
者
あ
る
い
は
抑
う
つ
傾

向
が
あ
る
者
は
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
や
職
業

生
活
に
問
題
を
感
じ
て
い
る
割
合
が
極
め
て

高
く
、改
め
て
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
ニ
ー

ズ
の
高
い
対
象
層
と
し
て
認
識
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
（
図
表
５
）。
特

に
、
自
尊
感
情
が
低
い
者
は
「
将
来
全
般
に

つ
い
て
」「
自
分
の
職
業
の
向
き
不
向
き
に
つ

い
て
」
問
題
を
感
じ
て
お
り
、
そ
れ
故
、
テ

ス
ト
や
相
談
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
か
っ
た
。

ま
た
、
公
的
機
関
の
専
門
家
に
よ
る
支
援
を

利
用
し
た
い
と
回
答
す
る
割
合
も
高
か
っ
た
。

　

一
方
、
現
在
、
抑
う
つ
傾
向
が
あ
っ
て
問

題
を
抱
え
て
い
る
回
答
者
は
、
過
去
に
人
間

関
係
、
倒
産
・
リ
ス
ト
ラ
、
職
場
の
ト
ラ
ブ

ル
、
配
偶
者
と
の
離
死
別
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
多
く
、
そ
う

し
た
問
題
が
現
在
に
至
る
ま
で
影
響
を
与
え

て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
（
図
表
６
）。
特
に
、

職
場
で
精
神
的
な
圧
迫
を
受
け
て
、
心
身
両

図表３　キャリアに対して現在問題を感じる程度

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

正社員 非正社員 自営業 専業主婦

（非求職）

専業主婦

(求職中)
無業

（非求職）

無業

(求職中)
その他

あなたは、現在、職業やキャリアについて、どのくらい問題を感じていますか

まったく問題を感じていない

あまり問題を感じていない

どちらでもない

やや問題を感じている

かなり問題を感じている

図表４　職業・キャリアの問題解決のために、支援やサポートが必要か　

正社員 非正社員 自営業
専業主婦専業主婦 無業

（非求職)（非求職) （求職中)
無業

(求職中) その他 合計
かなり必要である 6.4% 9.7% 5.3% 8.0% 14.6% 25.5% 44.6% 20.0% 8.6%
やや必要である 32.4% 37.9% 24.9% 35.7% 48.5% 25.5% 36.1% 23.6% 33.6%
どちらともいえない 35.7% 35.2% 40.7% 36.9% 33.3% 33.3% 18.1% 40.0% 35.7%
あまり必要でない 19.6% 13.7% 22.0% 11.2% 3.0% 3.9% 1.2% 10.9% 16.4%
まったく必要でない 5.9% 3.6% 7.1% 8.4% 0.5% 11.8% 0.0% 5.5% 5.7%
注：網かけは正社員の列を基準とした場合に、5%水準で有意差があるカテゴリを示す。
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面
で
失
調
を
来
た
す
と
い
っ
た
こ
と
を
過
去

の
職
業
上
の
危
機
と
し
て
記
述
す
る
割
合
も

高
く
、
特
別
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
で

あ
っ
た
。
一
方
で
、
抑
う
つ
傾
向
あ
り
の
回

答
者
は
、
転
職
へ
の
志
向
も
高
く
、
適
切
な

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
一
定
の
問
題
解
決
が
な
さ
れ
る
と
い
う
面

も
見
受
け
ら
れ
、
改
め
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
問
題
と
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
関
わ

り
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

　
（
５
）職
業
情
報
と
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・

ニ
ー
ズ

　

職
業
情
報
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
た
情
報
入
手
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が

根
強
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
例
え

ば
、
地
域
で
パ
ー
ト
な
ど
を
探
し
た
い
と
考

え
る
女
性
は
新
聞
折
り
込
み
・
チ
ラ
シ
を
重

視
し
て
い
る
な
ど
、
本
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
情
報
媒
体
の
性
格
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が

え
た
（
図
表
７
）。
職
業
情
報
の
入
手
に
関

し
て
も
公
共
職
業
安
定
所
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

は
高
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
対
面
的
な
相
互

作
用
を
伴
う
支
援
に
対
し
て
は
、
も
と
も
と

本
人
が
対
人
指
向
的
で
対
人
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
抵
抗
感
が
な
い
か
否
か
も
重

要
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

逆
に
、
そ
う
し
た
対
人
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
不
得
手
な
対
象
層
に
い
か
に
キ
ャ

リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
と
な

る
仕
組
み
を
提
供
し
、
そ
れ
を
い
か
に
公
共

職
業
安
定
所
の
よ
う
な
対
面
的
な
キ
ャ
リ
ア

ガ
イ
ダ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
機
関

に
導
き
、
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

「
情
報
」
と
「
相
談
」
が
一
体
化
し
た
キ
ャ

リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
仕
組
み
が
模
索
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

（
６
）
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
と
提
供
の
あ
り
方

　

現
在
、
無
業
や
非
正
規
就
労
の
状
態
に
あ

図表５　自尊感情高群・低群別にみた職業やキャリアについての考え方

20%

30%

40%

50%

60%

0%

10%

自尊感情

低群
N=1901

自尊感情

高群
N=1895

問題を感じている

支援サポートが必要である

具体的に行動している

図表６　抑うつ傾向ありの者が過去にキャリアガイダンスを必要とした場面

抑うつなし
N=1598

軽度の
抑うつ性

あり
N=1542

抑うつ
傾向あり
N=604

sig.

【転職関連】
より労働条件の良い仕事に転職したいと思った時 34.5% 39.4% 40.8% **
やりがいのある仕事に転職したいと思った時 27.5% 28.0% 26.9%
人間関係などの問題があって転職したいと思った時 15.7% 22.3% 36.5% **
倒産やリストラがあって転職せざるをえなかった時 16.0% 18.0% 24.5% **

【職場関連】
職場でトラブルがあった時 13.0% 20.0% 30.9% **
職場で配置転換や部署の異動があった時 12.5% 13.9% 16.4%
職場で仕事の内容が変化した時 13.8% 16.5% 18.0%
職場で将来の方向を定めたいと思った時 14.7% 15.0% 15.6%

【家庭関連】
結婚して家庭を持とうとした時（家庭をもった時） 13.1% 14.9% 17.2%
子どもが生まれたり、育児の問題が生じた時 22.0% 21.9% 18.9%
子どもの手が離れた時 9.6% 10.1% 8.4%
配偶者と離婚や死別した時 6.2% 8.5% 10.4% **

【その他】
学校を卒業後、自分で最初の仕事を見つけたいと思った 22.2% 23.4% 24.0%
ある程度の年齢になって定職に就きたいと思った時 10.1% 16.2% 23.6% **
非正社員から正社員になりたいと思った時 10.2% 14.3% 23.9% **
友人や知人に就職の相談をされた時 3.6% 2.9% 2.7%
その他 5.2% 3.0% 4.0% **

※**は1%水準で統計的に有意な違いが見られた箇所。
　 各行で値が最も大きかった箇所に網掛けを付した。

図表７　求人情報の入手メディア（年代・性別）
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3.62関機介紹業職の間民 28.9 26.1 24.5 37.9 41.2 40.5 34.2

2.616.32いな要必は今 29.0 23.3 3.2 1.1 1.6 1.2

残差分析の結果、5%水準で有意に値の高いものは網掛け、低いものは下線

人るいてしと要必を報情人求体全
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る
者
が
、
特
に
、
職
業
や
キ
ャ
リ
ア
に
関
す

る
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
が
示
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
対
象
層
は
、
学
校
時
代
に

成
績
が
悪
か
っ
た
、
学
校
卒
業
時
に
就
職
活

動
で
不
採
用
で
あ
っ
た
、
転
職
回
数
が
多
い

な
ど
、
学
校
か
ら
職
業
へ
の
移
行
の
問
題
や

そ
の
後
の
若
年
キ
ャ
リ
ア
の
問
題
を
そ
の
ま

ま
三
○
～
四
○
代
の
成
人
キ
ャ
リ
ア
の
問
題

に
持
ち
越
し
て

い
る
可
能
性
が

示
さ
れ
た
（
図

表
８
）。

　

ま
た
、
キ
ャ

リ
ア
ガ
イ
ダ
ン

ス
の
主
要
な
構

成
要
素
の
う
ち

「
情
報
」と「
テ

ス
ト
」、「
相
談
」

と「
セ
ミ
ナ
ー
」

が
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
か
ら
見

て
比
較
的
特
徴

の
似
て
い
る
も

の
と
し
て
感
じ

ら
れ
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
。

な
お
、
①
自
宅

で
時
間
を
特
定

し
な
い
短
時
間

の
簡
便
な
キ
ャ

リ
ア
ガ
イ
ダ
ン

ス
・
サ
ー
ビ
ス
、

②
職
業
訓
練
も

し
く
は
生
涯
学

習
的
な
ニ
ー
ズ

と
絡
め
た
キ
ャ

リ
ア
ガ
イ
ダ
ン

ス
・
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
も
見
出

さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
利

用
者
が
キ
ャ
リ

ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
に
支
払
え
る
費

用
の
平
均
値
は
「
相
談
」
が
約
二
○
○
○
円
、

「
テ
ス
ト
」が
約
一
三
○
○
円
、「
セ
ミ
ナ
ー
」

が
約
一
四
○
○
円
で
あ
り
、
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ

ダ
ン
ス
の
た
め
に
支
払
え
る
金
額
に
は
一
定

の
上
限
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
な
お
、

求
職
者
・
無
業
者
・
非
正
社
員
な
ど
キ
ャ
リ

ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
い
対

象
層
ほ
ど
、
経
済
的
な
余
裕
が
な
い
た
め
に
、

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
費
用
を
支
払
え
な

い
と
い
う
逆
説
的
な
結
果
も
示
さ
れ
た
。

　
５
．
政
策
的
示
唆

　

上
記
の
結
果
を
受
け
て
、
本
報
告
書
の
政

策
的
示
唆
と
し
て
以
下
の
三
点
を
指
摘
し
た

い
。

　
（
１
）
日
本
の
ミ
ド
ル
層
の
環
境
変
化
を
め

ぐ
る
新
た
な
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・

ニ
ー
ズ

　

日
本
の
ミ
ド
ル
層
の
環
境
変
化
を
め
ぐ
っ

て
新
た
な
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
ニ
ー
ズ

が
あ
る
と
想
定
さ
れ
た
が
、
や
は
り
、
特
に
、

求
職
中
の
専
業
主
婦
、
失
業
者
、
無
業
者
、

非
正
規
就
労
層
で
は
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
が
改
め
て
確

認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
対
象
層
が
ミ
ド
ル
層

に
お
い
て
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
結
局

の
と
こ
ろ
、
ミ
ド
ル
層
全
般
の
キ
ャ
リ
ア
ガ

イ
ダ
ン
ス
・
ニ
ー
ズ
も
拡
大
し
て
い
る
と
想

定
さ
れ
、
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
策
と
合
わ
せ

て
、
さ
ら
に
拡
充
す
る
方
向
で
考
え
る
べ
き

で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
示
唆
さ
れ
る
。
特
に
、

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
タ
イ
プ
と
し
て

「
情
報
」「
テ
ス
ト
」「
相
談
」
の
三
者
に
対
す

図表８　本調査の回答者属性と職業やキャリアに問題を感じている程度に関するコレスポンデンス
分析の結果

世帯年収「1000万円以上」 0.83 -0.1 現在の状態「無業その他」 -2.7 0.56
世帯年収「800～1000万円未満」 41.03.1-」親にもお「者担負計家1.0-25.0

8.02.1-」上以回７「数回職転4.0-4.0」々半が者偶配と分自「者担負計家
勤務先規模「1000人以上」 0.37 -0.5 学校卒業時「就職活動したが採用されず」 -1.2 0.38
あまり問題を感じていない 0.33 -0.3 世帯年収「0～400万円未満」 -1.1 0.07
正社員経験年数「21年以上」 0.33 -0.3 現在の状態「専業主婦・無業（求職中）」 -1.1 0.86
世帯年収「600～800万円未満」 30.09.0-」りあ「験経業無1.0-92.0

90.08.0-るいてじ感を題問りなか0

0

22.0」しな「験経労就規正非
73.08.0-」たっかなか働くらばし「後業卒校学4.0-81.0」員社正「態状の在現

学校卒業後の働き方「正社員」 0.14 学校卒業後「非正社員・非正職員」 -0.7 0.1
週平均労働時間「40～50時間」 48.07.0-」りあ退中「校学4.0-31.0
正社員経験年数「10～20年」 0.12 -0.2 非正社員経験「４年以上」 -0.6 0.08
週平均労働時間「40時間未満」 0.11 -0.3 中学時代の成績「下のほう」 -0.3 0.52
週平均労働時間「40時間」 0.06 -0.2 正社員経験「10年未満」 -0.2 0.32

52.02.0-」たっかなし動活職就「時業卒校学2.0-10.0」卒大「歴学終最
70.02.0-」回２「数回職転2.0-0」事仕なろいろいで野分の定特「識意アリャキ

キャリア意識「いろいろな分野で1つの仕事」 -0.2 0.27
現在の状態「専業主婦」 0.69 1.36 現在の住まい「都市部」 -0.1 0.04

70.01.0-」半後代歳03「齢年80.054.0」職就に望志一第てし動活職就「時業卒校学
まったく問題を感じていない 0.42 0.42

1.0-8.0-」しな「者偶配11.093.0」りあ「者偶配
1.0-6.0-」回６～４「験経職転25.093.0」者偶配にもお「者担負計家
1.0-5.0-」員社正非「態状の在現11.083.0」しな「験経職転
3.0-4.0-」回３「験経職転83.073.0」員業従族家・業営自「態状の在現
1.0-4.0-」しな「もど子21.043.0」りあ「もど子

キャリア意識「特定の分野で1つの仕事」 0.34 0.12 キャリア意識「いろいろな分野でいろいろな仕事」 -0.4 0
16.02.0」りあ「験経婦主 勤務先規模「100人以下」 -0.3 -0.3

学校卒業時「就職活動して第一志望以外に就職」30.081.0」半後代歳04「齢年 -0.3 -0.1
1.0-2.0-」半前代歳03「齢年20.071.0」しな「験経業無
1.0-1.0-るいてじ感を題問やや72.061.0いなもでらちど

30.051.0」回１「験経職転 勤務先規模「1000人以下」 -0.1 -0.4
2.0-1.0-」性男「別性32.080.0」りたあ中ん真「績成の代時学中
2.0-1.0-」しな「験経婦主080.0」部市都非「いま住

模規先務勤62.070.0」性女「別性 「300人以下」 -0.1 -0.4
世帯年収「400～600万円未満」 0.06 0.03 家計負担者「おもに自分」  0 -0.2
非正規就労経験「１～３年」 0.06 0.16 週平均労働時間「50時間以上」  0 -0.2

2.0- 0」うほの上「績成の代時学中13.030.0」卒門専大短「歴学
勤務先規模「29人以下」 0.03 0.21

60.030.0」卒校高「歴学終最
60.030.0」半前代歳04「代年

※コレスポンデンス分析の結果。第１軸の値が大きい順に
整列した。第１軸は職業やキャリアに対する問題を感じてい
る程度、第２軸は正社員－非正社員の軸と解釈される。
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る
ニ
ー
ズ
は
極
め
て
高
く
、
ミ
ド
ル
層
を
対

象
と
し
た
「
情
報
」「
テ
ス
ト
」「
相
談
」
の
あ

り
方
を
今
後
も
継
続
的
に
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
特
に
、現
在
の
と
こ
ろ「
情
報
」

「
テ
ス
ト
」「
相
談
」は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、

こ
れ
ら
が
相
互
に
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

例
え
ば
、「
情
報
」
に
ア
ク
セ
ス
し
た
対
象
者

を
「
相
談
」
場
面
に
呼
び
込
み
、一
緒
に
「
テ

ス
ト
」
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
充
実
し

た
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
と
い
っ
た
方
向
は
模
索
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
に
行
わ
れ
て
い

る
仕
組
み
を
相
互
に
連
絡
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
あ
ま
り
費
用
を
か
け
ず
に
ミ
ド
ル
層
を

念
頭
に
置
い
た
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
体

制
は
整
備
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
た
い
。

　
（
２
）
ミ
ド
ル
層
に
お
け
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
な

支
援
と
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
の
接

合

　

上
述
し
た
と
お
り
、
労
働
市
場
に
お
け
る

周
辺
的
な
対
象
層
に
お
い
て
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ

ダ
ン
ス
・
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
た

が
、
こ
れ
ら
の
対
象
層
で
は
、
自
尊
感
情
が

低
か
っ
た
り
、
抑
う
つ
傾
向
が
あ
る
者
も
多

い
。
従
来
、
こ
れ
ら
の
対
象
層
は
キ
ャ
リ
ア

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
対
象
と
せ
ず
に
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
や
よ
り
臨
床
心
理
学
的
な
介
入
支
援

の
対
象
と
し
て
捉
え
て
し
ま
う
こ
と
が
多

か
っ
た
が
、
本
研
究
の
結
果
か
ら
適
切
な

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
的
な
介
入
支
援
に

よ
っ
て
、
何
ら
か
の
解
決
が
図
ら
れ
る
場
合

が
多
い
こ
と
も
示
唆
さ
れ
た
。
自
尊
感
情
が

低
か
っ
た
り
、
抑
う
つ
傾
向
が
高
い
者
に
対

し
て
、
た
ん
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
的
な
介
入

支
援
を
行
う
の
み
な
ら
ず
、
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ

ダ
ン
ス
的
な
手
法
も
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
将
来
の
方
向
性
を
明
ら
か
に

し
、
転
職
や
就
職
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
尊
感
情
の
低
さ
や
抑
う
つ
感
情

は
よ
り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
修
正
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
な

支
援
と
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
の
接
点
に

つ
い
て
は
、現
在
、ま
た
新
た
な
局
面
に
入
っ

た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
今
後
、
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
施
策
を
考
え
る
上
で
も
十
分
な

配
慮
を
行
い
、
新
た
な
可
能
性
を
模
索
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

（
３
）
大
企
業
等
に
お
け
る
中
核
的
な
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
層
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ガ

イ
ダ
ン
ス
の
再
検
討

　

求
職
中
の
専
業
主
婦
、
失
業
者
、
無
業
者
、

非
正
規
就
労
層
、
あ
る
い
は
自
尊
感
情
が
低

い
者
、
抑
う
つ
傾
向
の
あ
る
者
な
ど
、
職
業

や
キ
ャ
リ
ア
に
よ
り
困
難
を
感
じ
る
対
象
層

に
着
目
す
る
あ
ま
り
、
大
企
業
で
働
く
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
大
卒
男
性
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
つ
い
て
は
、
看
過
さ
れ
や
す
い
現
状

が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
研
究
の
結
果

に
も
示
さ
れ
た
と
お
り
、
こ
う
し
た
中
核
的

な
正
社
員
層
に
お
い
て
も
大
き
な
キ
ャ
リ
ア

環
境
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、

相
対
的
に
問
題
が
少
な
い
対
象
層
で
あ
る
が

故
に
問
題
が
放
置
さ
れ
や
す
く
、
適
切
な
配

慮
が
行
き
届
か
な
い
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、

今
回
の
調
査
結
果
か
ら
も
、
相
対
的
に
恵
ま

れ
た
環
境
に
あ
る
た
め
に
自
助
努
力
で
キ
ャ

リ
ア
形
成
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
し

ま
い
、
と
ら
れ
る
べ
き
適
切
な
介
入
支
援
施

策
が
模
索
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が

危
惧
さ
れ
る
。
改
め
て
、
特
に
大
企
業
に
お

け
る
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
必
要
性
と

い
っ
た
も
の
を
、
人
事
労
務
管
理
・
人
材
育

成
と
の
関
わ
り
の
中
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
６
．
今
後
の
課
題

　

本
研
究
の
今
後
の
課
題
と
し
て
、
以
下
の

三
点
を
指
摘
す
る
。

　

第
一
に
、
求
職
中
の
専
業
主
婦
、
失
業
者
、

無
業
者
、
非
正
規
就
労
層
で
は
キ
ャ
リ
ア
ガ

イ
ダ
ン
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
が

改
め
て
確
認
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ

が
実
際
に
ど
の
程
度
の
切
迫
性
・
緊
急
性
を

持
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
就
労
に
対
し
て
ど
の
程
度
の
ニ
ー
ズ

が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
深
く
検

討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
逆
に
、
本
人
が
感

じ
て
い
な
い
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
も
あ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
、
本
研
究
の
知
見
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
て
、
よ
り
具
体
的
・
現
実
的
な
キ
ャ

リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
策
の
方
向
性
を
模
索
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

第
二
に
、
自
尊
感
情
が
低
い
者
お
よ
び
抑

う
つ
傾
向
の
あ
る
者
が
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
対
し
て
一
定
以
上
の
強
い
ニ
ー
ズ
を
も

つ
こ
と
が
示
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
対
象
者

に
対
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
面
で
の
パ
ー
ソ

ナ
ル
な
支
援
と
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
支
援
の

接
合
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
今
後
も
検
討

す
べ
き
課
題
と
し
て
残
る
。
一
方
で
、
そ
も

そ
も
低
い
自
尊
感
情
、
高
い
抑
う
つ
傾
向
に

至
っ
た
経
緯
や
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
教
育

的
・
予
防
的
な
介
入
支
援
に
つ
い
て
も
重
視

す
べ
き
で
あ
り
、
こ
う
し
た
一
連
の
検
討
が

今
後
の
課
題
と
な
る
。

　

第
三
に
、
就
労
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
よ
り

困
難
を
抱
え
る
対
象
層
が
抱
く
キ
ャ
リ
ア
ガ

イ
ダ
ン
ス
・
ニ
ー
ズ
が
相
対
的
に
強
く
深
刻

で
あ
る
た
め
に
、
大
企
業
で
働
く
大
卒
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
に
象
徴
さ
れ
る
中
核
的
な
正
社

員
層
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
看
過
さ
れ

や
す
く
、
そ
の
た
め
適
切
な
対
応
が
と
ら
れ

な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
や
す
い
こ
と
も
う
か
が

え
る
結
果
が
散
見
さ
れ
た
。
日
本
に
お
け
る

ミ
ド
ル
層
の
就
労
環
境
の
変
化
は
中
核
的
な

正
社
員
層
の
キ
ャ
リ
ア
環
境
に
も
大
き
な
変

化
を
与
え
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
今
後
は
こ

れ
ら
の
対
象
層
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
人
事
労
務
管
理
・
人
材
育
成
施
策
と

の
関
わ
り
の
中
で
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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